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 要  旨 
電離圏擾乱の空間伝搬を観測するため、TEC(Total Electron Content)の定点観測が期待されて
いる。TEC 観測法としては、一般的に GPS2 周波測位信号に対する位相差法が利用されているが、
定点観測データとして利用するには、GPS 軌道運動によるデータの継続性と均質性の問題があ
る。観測対象を静止衛星に置き換えれば、これらの問題は解決する。現在、静止衛星測位信号と
しては MTSAT-1R, MTSAT-2,BEIDOU-1A,BEIDOU-1D の 4 機を常時利用可能であるが、残念
ながら 1 周波しか送信されていないため、2 周波測位信号位相差法を適用できない。ETS-VIII 衛
星は 2 周波測位信号を送信しているが、不定期のため定常観測には適用しにくい。1 周波による
TEC 観測法としては、ファラデー回転法、時間遅延法、ドップラ法、屈折角法があるが、観測精
度などからファラデー回転法が最も実現の可能性が高いと考えられる。 





















位相精度の±3°は TEC 値にすると±1TECU にあたる。 
 本論文では、ファラデー回転法による電子数導出法と精度、菅平観測システム構成、絶対値校
正方法、実測結果の評価、日蝕時における電子密度変動解析について述べる。 
 
